
 

－1－ 

                  

平成 18 年 3 月期  第 3 四半期財務・業績の概況（連結） 
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会 社 名                      （JASDAQ・コード番号：8876） 
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代 表 者  役  職  名 代表取締役社長 氏名 斉藤 尚史 
問い合わせ先  責任者役職名 執行役員ＣＦＯ 氏名 門田 康   TEL：03-5312-8704 

 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
①最近連結会計年度からの会計処理方法における変更の有無： 無 
②連結及び持分法の適用範囲の異動の有無： 有 
この第 3四半期より Relo Global Reinsurance, Inc.が連結対象子会社に加わり、連結子会社数は
17 社となっております。 
③会計処理方法における簡便な方法の採用の有無： 有 
法人税等の計上において、簡便な方法により算出をしております。 
④公認会計士または監査法人による関与の有無： 無 
当第 3四半期業績の開示にあたっては、速報性、適時性を重視し、監査法人による監査は受けてお
らず、一部には正規の決算手続を経ていない数値が含まれております。 

 
２．平成 18 年 3 月期第 3四半期連結財務・業績の概況（平成 17 年 4 月 1 日～平成 17 年 12 月 31 日） 
（１）経営成績（連結）の進捗状況                                  （百万円未満切捨） 
 営 業 収 益 営 業 利 益      経 常 利 益      

第 3 四半期 
(当期)純利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

平成18年 3月期第3四半期 

平成17年 3月期第3四半期 
39,496   30.0  

30,387   30.8  

1,753   23.2  

1,423   38.3  

1,770   26.5  

1,400    －   

805   44.9  

556    －   

（参考) 平成 17 年 3 月期 42,240      2,080      2,100      810      

 

 1株当たり第3四半期 

（当期）純利益 
潜在株式調整後 

1株当たり第3四半期 

（当期）純利益 
 円    銭  円    銭  

平成 18年 3月期第3四半期 

平成17年 3月期第3四半期 
53  68  

37  06  

53  57  

 37  01   

（参考) 平成 17 年 3 月期  51  43    51  39   

（注 1）営業収益、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
（注 2）平成 17 年 5 月 20 日付で 1対 2の株式分割を行っておりますが、1株当たりの指標は比較を容
易にするため、平成 17 年 3 月期期首に分割が行われたものとして算出しております。 

 
[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等] 

 

 当第3四半期における経済情勢は、企業業績の回復と共に、雇用環境の改善により個人消費も堅調な

動きを見せていることから、国内景気の回復感は着実に広がっているものと思われます。 

こうした状況下ではありますが、企業や官公庁等では、団塊世代が大量退職する「2007 年問題」を

控え、労働力の確保や若年人材育成といった問題を抱えている他、昨年施行された「次世代育成支援

対策推進法」に対応すべく福利厚生を含めた人事制度の見直しを進めており、企業福利厚生のトータ

ルアウトソーサーである当社グループにとって良好な事業環境が続いております。 
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 そのような中、リロケーション事業セグメントにおいて、借上社宅管理業務のフルアウトソーシン

グ「リライアンス」を中心に管理戸数が堅調に伸びていることに加え、近年取り組んでまいりました

バックオフィス体制の強化が奏功し営業利益 8 億 90 百万円（前年同期比 17.6％増）と業績を牽引い

たしました。 

福利厚生代行サービス事業セグメントにおいては、「福利厚生倶楽部」と前年 9月グループに加わっ

た「カフェテリアクラブひまわり」との一体運営を進め、規模の拡大と効率的な業務体制構築を推進

しております。一方「クラブオフ」は、引続き利用促進を目的としたプロモーション強化を図ってい

ることから、販売関連費用が増加し営業利益 10 億 56 百万円（前年同期比 13.7％減）となりました。 

その他事業セグメントにおいては、直営施設の拡大が営業面にも貢献し順調に会員獲得が進んだこ

とから、会員制リゾート事業「ポイントバケーションリロ」が大きく躍進し営業利益 3億 63 百万円（前

年同期比 3.35 倍）となっております。 

 

これらの結果、当第 3四半期までの連結業績は、営業収益 394 億 96 百万円（前年同期比 30.0％増）、

経常利益 17 億 70 百万円（同 26.5％増）、当期利益 8億 05 百万円（同 44.9％増）と、営業収益・経常

利益・当期利益のいずれにおいても過去最高を更新いたしました。 

 
 
（２）財政状態（連結）の変動状況                     （百万円未満切捨） 
 総資産 株主資本 株主資本比率 1株当たり株主資本 

 百万円 百万円 ％ 円    銭  

平成 18年 3月期第3四半期 

平成17年 3月期第3四半期 
18,446     

16,665    

8,527     

   7,440     

46.2  

   44.6  

567    95   

495    75  

（参考) 平成 17 年 3 月期 16,206    7,847      48.4  522  93   

（注 1）平成 17 年 5 月 20 日付で 1対 2の株式分割を行っておりますが、1株当たりの指標は比較を容
易にするため、平成 17 年 3 月期期首に分割が行われたものとして算出しております。 

 
[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等] 

 

 当第 3 四半期末における財政状態につきましては、株主資本 85 億 27 百万円（前年同期末比 10 億
87 百万円増加）となり、自己資本比率は 1.6 ポイント改善いたしました。 
 
 
〔参考〕 
平成 18 年 3 月期の連結業績予想（平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日） 
                              （百万円未満切捨） 

 営業収益 経常利益 当期利益 
通 期 55,000 2,350 1,050 

＊1 株当たり予想当期純利益（通期） 69 円 93 銭 

    上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、 
実際の業績は経済情勢等様々な不確定要因によりこれらの予想数値と異なる場合があります。 

 

[業績予想に関する定性的情報等] 

当第 3 四半期まで連結業績は堅調に推移しておりますが、事業特性上第 4 四半期におけるウエ

イトが大きいことを勘案し、当初業績予想に変更はありません。 

 

 

                                  以  上 
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〔添付資料〕 
 
１．（要約）四半期連結貸借対照表 

                       （百万円未満切捨） 

当第 3四半期末 
（平成 17年 12 月 31 日） 

前第 3四半期末 
（平成 16年 12 月 31 日） 

（参考） 

前連結会計年度末 
(平成 17 年 3 月 31 日) 科  目 

金  額 金  額 金  額 
（資産の部） 
 

   

流動資産 9,716 10,050 8,872 

現金及び預金 3,612 2,529 2,619 

受取手形及び営業未収入金 
販売用不動産 
前渡金 
営業貸付金 
その他 

1,559 

411 

2,676 

270 

1,186 

2,773 

343 

1,671 

1,057 

1,674 

2,073 

347 

1,942 

1,187 

701 

 
固定資産 

 

8,730 

 

6,614 

 

7,334 

有形固定資産 
無形固定資産 
投資その他の資産 

2,168 

953 

5,608 

1,616 

1,378 

3,619 

1,614 

744 

4,975 

 
繰延資産 

 

0 

 

0 

 

0 

   
資産合計 

 

18,446 

 

16,665 

 

16,206 

（負債の部） 
 

   

流動負債 6,412 6,257 5,305 

  営業未払金 
 未払法人税等 
 前受金 

916 

829 

   3,837 

557 

501 

   4,486 

968 

632 

   2,934 

 その他 829 711 768 

 
固定負債 

 

3,467 

 

2,964 

 

3,053 

預り敷金 3,243 2,939 3,023 

その他 224 24 30 

 
負債合計 

 

9,880 

 

9,221 

 

8,358 

（少数株主持分）    

少数株主持分 39 4 -   

（資本の部）    

 
資本合計 

 

8,527 

 

7,440 

 

7,847 

 
負債、少数株主持分及び資本合計 

 

18,446 

 

16,665 

 

16,206 
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２．（要約）四半期連結損益計算書 

     （百万円未満切捨） 

当第 3四半期 
自 平成 17 年 4 月 1 日 

至 平成 17 年 12 月 31 日 

前第 3四半期 
自 平成 16 年 4 月 1 日 

至 平成 16 年 12 月 31 日 

（参考） 

前連結会計年度 
自 平成 16 年 4 月 1 日 

至 平成 17 年 3 月 31 日 

科  目 

金  額 金  額 金  額 

 

39,496 

 

30,387 

 

42,240 

 
営業収益 
 
リロケーション事業収入 
 福利厚生代行サービス事業収入 
 その他の事業収入 

32,527 

5,528 

1,439 

23,175 

5,635 

1,576 

32,820 

7,373 

2,047 

営業費用 33,933 25,527 35,998 

営業総利益 5,562 4,860 6,242 

販売費及び一般管理費 3,809 3,436 4,162 

営業利益 1,753 1,423 2,080 

営業外収益 66 40 111 

営業外費用 49 63 90 

経常利益 1,770 1,400 2,100 

特別利益 1 3 0 

特別損失 52 310 388 

税金等調整前四半期（当期）純利益 1,719 1,093 1,713 

法人税等 913 537 902 

四半期（当期）純利益 805 556 810 
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３．事業の種類別セグメント 

 

当第 3四半期連結会計期間（自 平成 17 年 4 月 1 日 至 平成 17 年 12 月 31 日） 

   （単位：百万円未満切捨） 

 

リロケーション

事業 

福利厚生代行 

サービス事業 

その他の 

事業 
計 

消去 

又は全社 
連  結 

営 業 収 益 

 

(1)外部顧客に対する営業収益 32,527 5,528 1,439 39,496 － 39,496 

(2)セグメント間の内部 

営業収益又は振替高 113 25 32 172 △172 － 

計 

 

32,641 

 

5,554 

 

1,472 

 

39,668 

 

 

△172 

 

39,496 

営 業 費 用 

 

31,751 

 

4,497 

 

1,109 

 

37,358 

 

384 

 

37,742 

 

営 業 利 益 890 1,056 363 2,310 △556 1,753 

 

 
前第 3四半期連結会計期間（自 平成 16 年 4 月 1 日 至 平成 16 年 12 月 31 日） 

   （単位：百万円未満切捨） 

 

リロケーション

事業 

福利厚生代行 

サービス事業 

その他の 

事業 
計 

消去 

又は全社 
連  結 

営 業 収 益 

 

(1)外部顧客に対する営業収益 23,175 5,635 1,576 30,387 － 30,387 

(2)セグメント間の内部 

営業収益又は振替高 213 5 461 680 △680 － 

計 

 

23,389 

 

5,640 

 

2,038 

 

31,068 

 

△680 

 

30,387 

営 業 費 用 

 

22,632 

 

4,416 

 

1,929 

 

28,978 

 

△14 

 

28,963 

 

営 業 利 益 757 1,224 108 2,090 △666 1,423 

 

 
 


